
町長座談会

令和７年５月 玉村町

令和７年度
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日本の将来推計人口(出生・死亡中位推計)

国立社会保障・人口問題研究所(R5.4.26発表)

人口(万人)

日本の将来人口推計

2020年
1億2,615万人

2070年
8,700万人
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急激な人口増加

38,254人

玉村町の人口の推移

平成１７年をピークに減少
Ｒ7

35,402人
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人口推計との比較

年少人口

＋342人
生産年齢人口

＋1,233人

高齢者人口

▲207人

人口推計よりも
少子高齢化が抑えられている



日本の持続可能性

AIを活用したシミュレーション

都市集中型

一極集中 少極集中 多極集中

東京圏 大都市 地方分散型

群馬県 日本の中心、都市圏へのアクセス良、災害が少ない

＜ 地方分散型地方分散型

京都大学 こころの未来研究センター政策提言(H29.9.5)



前橋市

高崎市 伊勢崎市

藤岡市

地方分散型のまちづくり

玉村町の地勢を活かす

ないものねだり あるものさがし

県央の中心 周辺市との連携

アクセス利便性 手ごろな地価



前橋市

高崎市

伊勢崎市

地方分散型のまちづくり

玉村町の地勢を活かす

藤岡市



幸福度

地域幸福度(Well-Being)調査

生活満足度

6.5

6.3

6.4
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玉村町

県内A市

県内B市

県内C市
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玉村町

県内A市

県内B市

県内C市

令和６年度全国調査(デジタル庁HPより)



暮らすなら、ここがいい。
基本理念

第６次玉村町総合計画（令和３年３月策定）

「まもる」・・・町民の生活をまもります。

「つくる」・・・暮らしやすい町をつくります。

「つなぐ」・・・今ある魅力をつなぎます。



一般会計当初予算
過去最大

令和７年度一般会計当初予算

予算額 １３３億円 （対前年度比７.１％増）

～命を守り暮らしを支える、未来への安心づくり予算～～命を守り暮らしを支える、未来への安心づくり予算～

へ の

を 守 り を 支 え る

づ く り



一般会計歳入予算

令和７年度一般会計当初予算

自主財源
48.8%

依存財源
51.2%

町税
48億4,157万円

36.4%

繰入金
10億3,618万円

7.8%

その他
6億1,372万円

4.6%

国・県支出金
29億2,569万円

22.0%

地方交付税
21億円
15.8%

交付金
11億2,079万円

8.4%

町債
5億4,040万円

4.1%

地方譲与税
1億2,165万円

0.9%



一般会計歳出予算

令和７年度一般会計当初予算

目的別

民生費
53億6,259万円

40.3%

教育費
18億7,260万円

14.1%

総務費
16億9,428万円

12.7%

衛生費
11億3,692万円

8.5%

公債費
９億861万円
6.8%

土木費
8億9,195万円

6.7%

消防費
7億5,843万円

5.7%

農林水産業費
3億2,485万円

2.4%

商工費・労働費
2億1,354万円

1.6%

議会費・その他
1億3,624万円

1.0%



令和７年度当初予算主要事業

主な取り組み（一般会計）

１．危機管理能力の向上

２．こども政策の推進

３．町民の暮らしやすさの向上

４．公共インフラの整備・長寿命化

５．地域産業の活性化

６．地域の振興・歴史の継承



令和７年度当初予算主要事業

１．危機管理能力の向上

消防団再編の推進

消防団再編実施計画に
基づき、玉村分団及び芝
根分団の詰所を整備する
とともに、軽可搬ポンプ
車を新たに購入する。

災害情報の一斉伝達ｼｽﾃﾑ 防災行政無線の導入 小学校体育館空調整備

１億１,９７２万円

町HP、メルたま、た
まボイス、公式LINEなど
を一元管理し、災害時に
迅速かつ効率的な情報伝
達を行う。

５７８万円

災害時の情報伝達手段
として、新たに防災行政
無線システムを導入し、
全ての住民に的確に情報
が伝達できる環境を整備
する。

６,４８２万円

指定避難所である小学
校体育館の空調整備を進
め、夏場の熱中症予防
等、避難施設としての環
境改善を図る。

１億８,１３１万円



消防団再編の推進

「玉村分団」及び「芝根分団」の詰所整備
軽可搬ポンプ車の購入

１億１,９７２万円



再編前 １０分団

再編後 ５分団

消防団再編実施計画



災害情報の一斉伝達システム

情報伝達メディアを一元管理
災害時の迅速かつ効率的な情報伝達を図る

５７８万円



防災行政無線の導入

新たに防災行政無線システムを導入
全ての住民に的確に情報が伝達できる環境を整備

６,４８２万円



小学校体育館空調整備

小学校体育館の空調を整備
夏場の熱中症予防・避難施設の環境改善

１億８,１３１万円



令和７年度当初予算主要事業

主な取り組み（一般会計）

１．危機管理能力の向上

２．こども政策の推進

３．町民の暮らしやすさの向上

４．公共インフラの整備・長寿命化

５．地域産業の活性化

６．地域の振興・歴史の継承



令和７年度当初予算主要事業

２．こども政策の推進

小中学生給食費無償化

町立小中学校の学校給
食費無償化を継続し、子
育て世帯の経済的負担を
軽減する。

民間保育所の誘致 校内教育支援センター 教育･校務用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ更新

１億２,９１３万円

待機児童の解消及び保
育施設再編整備の一環と
して、新たに民間保育所
を誘致する。

３,０００万円

小中学校内に不登校の
児童生徒が自分のペース
で学習・生活できる環境
を整え、不登校の未然防
止･登校復帰につなげ
る。

１,３３０万円

小中学校の校務用コン
ピュータと児童・生徒用
の端末を更新し、継続
的・安定的なＩＣＴ環境
を整備する。

２億２８０万円



小中学生給食費無償化

町立小中学校の学校給食費を無償化
子育て世帯の経済的負担を軽減

１億２,９１３万円



民間保育所の誘致

新たに民間保育所を誘致
保育施設の再編整備及び待機児童の解消を図る

３,０００万円



校内教育支援センター

小中学校内に「校内教育支援センター」を設置
不登校の未然防止・登校復帰を図る

１,３３０万円



教育･校務用コンピュータの更新

校務用コンピュータと児童・生徒用端末を更新
継続的・安定的なＩＣＴ環境を整備

２億２８０万円



令和７年度当初予算主要事業

主な取り組み（一般会計）

１．危機管理能力の向上

２．こども政策の推進

３．町民の暮らしやすさの向上

４．公共インフラの整備・長寿命化

５．地域産業の活性化

６．地域の振興・歴史の継承



令和７年度当初予算主要事業

３．町民の暮らしやすさの向上

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ乗合ﾀｸｼｰ｢たまGO｣

既存の公共交通に加
え、デマンド乗合タク
シーの運用により、全て
の住民が移動に困らない
環境をつくる。

高校生の通学支援 老人福祉センターの改修 空き家の活用支援

２,８４８万円

高校生の通学支援とし
て、町外に通学する高校
生の路線バスの定期代補
助を実施する。

３１１万円

老人福祉センター内の
機械浴室を多目的に活用
出来るフリースペースに
改修し、利用者の更なる
サービス向上を図る。

２,１２１万円

空き家バンクの運用や
空き家の除却補助、リ
フォームや片付けに対す
る補助等により、空き家
の有効活用を図る。

６１０万円



デマンド乗合タクシー｢たまGO｣

デマンド乗合タクシー「たまGO」を運用
住民が移動に困らない環境をつくる

２,８４８万円



高校生の通学支援

町外に通学する高校生の通学支援
路線バス定期代の補助を実施

３１１万円



老人福祉センターの改修

機械浴室をフリースペースに改修
利用者の更なるサービス向上を図る

２,１２１万円



空き家の活用支援

空き家リフォーム補助金の上限引き上げ
空き家バンク登録奨励金の導入

６１０万円



空き家の活用支援

１．空き家バンク

空き家バンクに登録 ２万円

２．空き家のリフォーム補助

改修費用の2 分の 1補助 上限８０万円

３．空き家の片付け補助

片付け費用の 2 分の 1補助 上限１０万円

４．空き家の除却補助

除却費用の 2 分の 1補助 上限５０万円

無料相談会
次回 8/28(木)



令和７年度当初予算主要事業

主な取り組み（一般会計）

１．危機管理能力の向上

２．こども政策の推進

３．町民の暮らしやすさの向上

４．公共インフラの整備・長寿命化

５．地域産業の活性化

６．地域の振興・歴史の継承



令和７年度当初予算主要事業

４．公共インフラの整備・長寿命化

道路の維持･新設改良

安心安全な道路ネット
ワークの確保及び生活環
境の向上を図るため、効
果的な道路維持補修・改
良工事を実施する。

海洋ｾﾝﾀｰの長寿命化 総合運動公園管理棟の長寿命化 学校施設のトイレ改修

２億３,８６５万円

老朽化した施設や機械
設備等の長寿命化を図る
ため、令和８年度の改修
工事に向けた実施設計を
行う。

１,２１６万円

老朽化した玉村町総合
運動公園管理棟の長寿命
化を図るため、令和８年
度の改修工事に向けた実
施設計を行う。

３４５万円

芝根小学校のトイレ改
修工事、南小学校のトイ
レ改修実施設計を行い、
施設の長寿命化と学習環
境の向上を図る。

６,１５３万円



道路の維持･新設改良

安心安全な道路ネットワークの確保
計画的･効果的な道路維持補修･改良工事を実施

２億３,８６５万円



海洋センターの長寿命化

令和８年度の改修工事に向けた実施設計
老朽化した施設や機械設備等の長寿命化を図る

１,２１６万円



総合運動公園管理棟の長寿命化

令和８年度の改修工事に向けた実施設計
老朽化した管理棟の長寿命化を図る

３４５万円



学校施設のトイレ改修

芝根小学校：トイレ改修工事
南小学校：トイレ改修実施設計(工事はR8以降)

６,１５３万円



令和７年度当初予算主要事業

主な取り組み（一般会計）

１．危機管理能力の向上

２．こども政策の推進

３．町民の暮らしやすさの向上

４．公共インフラの整備・長寿命化

５．地域産業の活性化

６．地域の振興・歴史の継承



令和７年度当初予算主要事業

５．地域産業の活性化

樋越堰の長寿命化

老朽化した端気川樋越
堰の改修工事を実施し、
計画的な修繕による施設
の長寿命化を図る。

広域種子ｾﾝﾀｰ利用者支援 五料･飯倉地区農地利活用 新産業団地の構想調査

７,５１０万円

新設された広域種子セ
ンターにおける利用者負
担の増加を軽減し、継続
的な優良種子の安定生産
と品質向上を図る。

４７２万円

五料・飯倉地区の農地
について、土壌分析や特
別奨励作物の選定、企業
誘致による参入企業の選
定等を進める。

１５０万円

新たな工業団地候補地
の調査・検討を行い、さ
らなる雇用創出、産業振
興及び税収確保を図る。

９３７万円



樋越堰の長寿命化

老朽化した端気川樋越堰の改修工事
計画的な修繕による施設の長寿命化を図る

７,５１０万円



広域種子センター利用者支援

広域種子センターにおける利用者負担の増加を軽減
優良種子の安定生産と品質向上を図る

４７２万円



五料･飯倉地区農地利活用

土壌分析や特別奨励作物の選定
企業誘致による参入企業の選定

１５０万円



新産業団地の構想調査

新たな工業団地候補地の調査・検討
雇用創出、産業振興及び税収確保を図る

９３７万円



令和７年度当初予算主要事業

主な取り組み（一般会計）

１．危機管理能力の向上

２．こども政策の推進

３．町民の暮らしやすさの向上

４．公共インフラの整備・長寿命化

５．地域産業の活性化

６．地域の振興・歴史の継承



令和７年度当初予算主要事業

６．地域の振興・歴史の継承

地域おこし協力隊

隊員を増員し、玉村町
魅力発信機構と連携した
情報発信等を行うこと
で、更なる地域の活性化
を図る。

町民の日「肉のﾜﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞた
まむら・肉とﾊﾞﾗの祭典」 音楽劇ヒロシマ 企画展(歴史資料館開館30周年)

１,７８６万円

町民の日を町内外に周
知するとともに、地元特
産品である食肉と町の花
であるバラを広く発信す
る。

５０万円

戦後８０年にあたり、
歴史の教訓と平和の重要
性を改めて認識するた
め、「音楽劇ヒロシマ」
を上演する。

５０万円

歴史資料館開館３０周
年にあたり、様々なテー
マに沿った展示活動のほ
か、各種記念事業を開催
する。

３２４万円



地域おこし協力隊

玉村町魅力発信機構と連携した情報発信
更なる地域の活性化を図る

１,７８６万円



町民の日｢肉のﾜﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞたまむら･肉とﾊﾞﾗの祭典｣

町民の日を町内外に周知
地元特産品である食肉と町の花バラを広く発信

５０万円



音楽劇ヒロシマ

歴史の教訓と平和の重要性を再認識
戦後８０年にあたり「音楽劇ヒロシマ」を上演

５０万円

令和７年８月９日(土)
玉村町文化センター 大ホール



企画展(歴史資料館開館30周年)

歴史資料館開館３０周年
様々なテーマに沿った展示活動のほか、記念事業を実施

３２４万円



日時：７月２７日（日）
場所：玉村小学校

体育館展示 １６時～１９時
ランタン打上げ １９時～１９時３０分

クラウドファンディング



物価高騰対策事業

●住民税非課税世帯給付金
●低所得子育て世帯加算給付金

●防犯対策緊急支援事業

●保育所・放課後児童クラブ等

●麦次期作支援事業
●飼料価格高騰緊急対策事業

●住宅等リフォーム支援事業 ●介護・福祉サービス事業所等

低所得者支援

防犯対策

消費喚起・消費者支援 事業所等支援

農業支援

令和７年３月補正予算

※Ｒ６からの継続

●賃上げ促進支援金事業



老朽化した浄水場を更新
災害時にも安定した水道水を供給

浄水場の更新



既存施設の老朽化・人口減少等に対応
ゴミ処理の広域化に向けて４市１町で協議

ゴミ処理の広域化



H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07

40億

60億

80億

100億

20億

Ｈ28
104億円 Ｒ7

82億円

地方債年度末現在高の推移（町の借金）

34億6千万34億6千万

47億4千万47億4千万
臨 時 財 政 対 策 債

(R6,R7は当初予算時の見込み)

そ の 他 地 方 債



H27 H28 H29 H30 H31 R02 R03 R04 R05 R06 R07

財政調整基金年度末現在高の推移（町の貯金）

(当初予算時)(見込み)

12億2,265万円

23億8,483万円

20億

10億

25億

15億

5億

(円)
取り崩し：9億円
積み立て：2 億円
(見込み)

16億8,940万円



暮らすなら、
ここがいい。

玉 村 町


